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Molecular Recognition of Calix[4]arene Clathrate 
 
Figure 1. a) Molecular structure of (S,S)-1 and b) hexameric configuration in 





5 位と 17 位にアミノ基をもつカリックス[4]アレー
ン誘導体とキラルなマンデル酸の縮合反応により





(Figure 1b)	 また、(S,S)-1 の水酸基と、隣接した(S,S)-






































Figure 2. a) Observed PXRD pattern of (S,S)-1apo. b) Change of PXRD 











Calix[4]arene Helical Complexes with Multiple 
Binding Sites 
 
Figure 3. a) Molecular structures of the triple-stranded metallohelicates 2a, 




















致した。この結果は 2b,3b,4b の形成を示している。 
続いて、得られた錯体のゲスト包接挙動について
検討を行った。ガリウム錯体 2b,3b,4b をゲスト分子













ており、4a に対して 7 を用いた場合は三段階目の会
合定数が一段階目の約三倍となることが判明した。 
 
Figure 4. a) Schematic representation of the preorganization of 
conformationally coupled guest-binding cavities through guest encapsulation. 
b) CD spectra of 2a (red), 3a (blue), and 4a (black) with (R)-7 (solid line) 
and (S)-7 (dashed line) in methanol. c) Plots of the normalized ICD 
intensities at the LMCT bands of 2a (red circle), 3a (blue circle), and 4a 
(black circle) versus the ee of 7. 
 
最後に、各錯体のゲスト分子の包接に伴う不斉誘
起と不斉増幅を検討した。(Figure 4)	 2a,3a,4a の溶液
に対してキラルなゲスト分子 7 を加えたところ、各
錯体の紫外可視吸収スペクトルに対応するバンドに






験を行った。(Figure 4c)	 2a と比較して 3a,4a では
CD 強度が非線形に応答した。特に、4a と 7 の会合
体は、7 の鏡像体過剰率が 40% ee にもかかわらず
100% ee での CD 強度とほぼ変わらない値を示した。
この結果は、一段階目の会合に伴い 3a,4a の残った空
孔がゲスト分子に適した形となるため、同じ不斉を
もつゲスト分子を強く包接していることを示唆して
いる。 
以上の結果より、本章では複数の包接サイトをら
せん型錯体に導入することで、ゲスト分子の包接に
おいて協同性と不斉増幅を示す新規な錯体 3,4 の開
発に成功した。 
